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研究分野：複素微分幾何学 

科研費の分科・細目：数学・幾何学 

キーワード：Einstein-Kähler 計量，幾何学的不変式論，安定性，Einstein-佐々木計量 
 
 
１．研究計画の概要 
 

最近の Tian・Donaldson・満渕等の研究に
より，定スカラー曲率 Kähler 計量の存在と
偏極代数多様体の安定性との関係（いわゆる
「多様体に対する小林・Hitchin 対応」）につ
いて，少しずつではあるが状況がはっきり
してきつつある． そこで，この関係をより
精密なものとし，Einstein・Kähler 計量の
存在と同値であるような Fano 多様体の安定
性の概念を構成したい．さらに，この安定
性を一般の偏極代数多様体の安定性にまで
拡張して考えたい．またその対応において，
定スカラー曲率 Kähler 計量の一般化である
端的 Kähler 計量や Kähler・Ricci ソリトン，
さらには Einstein・佐々木計量がどのよう
な位置付けとなるかも決定したい． 
 
 
２．研究の進捗状況 
 

まず「偏極代数多様体に対する小林・
Hitchin 対応」 において，重要な役割を演
じている K エネルギーの観点から， 
Einstein・Kähler 計量の一般化である，
Kähler・Ricci ソリトンを反標準類とは限ら
ない一般の Kähler類の場 合に一般化するこ
とに成功し，さらにその非自明な例を構成
した．この一般化された Kähler・Ricciソリ
トンの非自明な例の構成は，複素射影直線
上のある正則直線束のコンパクト化におい
て全ての Kähler 類上で構成した． 
次に，Einstein・佐々木計量について考察
した．Einstein・佐々木計量は Fano 多様体
上の Einstein・Kähler計量および Ricci 平

坦な Kähler 錘計量と深く関係しており，ま
た数理物理学からの要請で，ここ数年多方
面において深く研究されている．特にトー
リック佐々木多様体の場合は深く研究され
ていて，二木・小野・Wang・趙等により 
Einstein・佐々木計量の構成とその一意性
が示された．そこで本研究では，トーリッ
クでない Einstein・佐々木計量の例の構成
を考えた．具体的には，Einstein・Kähler
多様体上の複素射影直線束の標準束に付随
した単位円周束上に Einstein・佐々木計量
を構成した．すなわち，Einstein・Kähler
多様体上の複素射影直線束上に Einstein・
Kähler 計量を常微分方程式を解くことによ
り構成した坂根・小磯・満渕等の方法を拡
張 し て や り ， あ る 条 件 の 下 で 横 断 的
Einstein・Kähler 計量を構成して，最終的
には仮定した条件が成立するようにうまく
Reeb 場を選ぶことにより Einstein・佐々木
計量を構成した． 
 
 
３．現在までの達成度 
 
②おおむね順調に進展している。 
（理由） 
最終目標である「偏極代数多様体に対する

小林・Hitchin 対応」の解決には至っていな
いが，そもそもこの問題は大変重要かつ難
しい問題であるので，今すぐの解決は望む
べくもないであろう．しかし，「偏極代数多
様体に対する小林・Hitchin 対応」の周辺に
位置し，この問題の解決において大変重要
な役割を演じるであろう Kähler・Ricciソリ
トンや Einstein・佐々木計量に対する知見
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がずいぶんと深まったので，当初想定して
いた研究成果は順調に得られていると思わ
れる． 
 
 
４．今後の研究の推進方策 
 

主に Fano 多様体上の Kähler・Ricci ソリ
トンの存在問題について考える．現在のと
ころ知られている Kähler・Ricciソリトンは
小磯により構成された，Einstein・Kähler
多様体上のある種の射影直線束の上の
Kähler・Ricci ソリトンと，Wang・Zhu によ
り構成された トーリック Fano 多様体上の
Kähler・Ricci ソリトンぐらいである．
Kähler・Ricci ソリトンを理解するには，ま
だ例が少ないと思われるので，まずは
Kähler・Ricci ソリトンの構成を考えたい．
具体的には，Einstein・Kähler 多様体上の
あ る 種 の ト ー リ ッ ク 多 様 体 束 の 上 に
Kähler・ Ricci ソリトンを構成したい．こ
れは，小磯の結果の高次元化とも考えられ
るし，Wang・Zhu の結果の相対化とも考える
ことができる． 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者
には下線） 
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